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沖縄県における動物園を活用した理科学習の課題

一小学生と教員の意識調査結果一

吉田安規良’高嶺智徳２松田伸也’

ＡＳｕｒｖｅｙｏｎＥｆｆｅｃｔｉｖｅＵｓｅｏｆＺｏｏｆｂｒＮaturalScienceEducationinOkinawa

AkiraYosmDAI，TomonoriTAKAMⅡvE2，ShinyaMATsuDAI

要旨

沖縄県の学校における動物園を活用した理科学習について，琉球大学教育学部附属小学校６

年生の児童と理科を主として担当する那覇市の小中学校の教員を対象に意識調査を行った。
その結果，次のことが明らかになった。

①小中学校の理科教員は，動物園での理科学習が有効だと認識している

②動物園は理科の学習の場として，ほとんど活用されていない

③教育活動では，教員側と動物園側の連携が重要であり，初等中等教育で動物園を活用し
た学習活動を行うための方法の整備が求められている

Abstract

Itwassurveyedopinionstoutilizeｚｏｏｏｎｌｅａｍｉｎｇｏｆｎａｔｕｒａｌｓｃｉｅｎｃｅｉｎelementaryand
secondmyschoolinOkinawa・

Aresultofconsciousnessinvestigationaboutthenatumlsciencelearningthatutilizedzoo

fbrscienceteachersofelementaryandjuniorhighschoolsinNaha,itbecameclearthatit

waｓｎｏｔｕｔｉｌｉｚｅｄｚｏｏａｌｍｏｓｔｆｂｒａｐｌａｃｅoflearningofnaturalscience，Thescienceteachers

wererecognizedthatnatumlscienceleamingatzoowillbeeffectivefbrChildren，The

coopemtionofthescienceteachｅｒｓａｎｄｔｈｅｓｔａｉｆｉｎｔｈｅｚｏｏｗａｓｎｅｃｅｓsaryfbrthisactivity・

AnditwasnecessarytoestabUshtheteachingmethodtodothisactivity，ｆＯｒｔｈｅｍａｔｚｏｏ．

１はじめに ことから，「活用を指導計画に位置付けることは

児童が学習活動を進める上で効果的である」と小

学校学習指導要領解説理科編にも記されている2)。

また，中学校学習指導要領解説理科編では，「動

物の体のつくりと働きを関連させて扱うために，

直接観察することを重視し，例えば，動物園で動

物の観察を行うなどの活動が考えられる」と動物

現行の小学校学習指導要領には，理科の指導計

画の作成時の配慮事項で，「指導に当たっては，

博物館や科学学習センターなどを積極的に活用す

るよう配慮すること」と記されている'》・動物園

は地域の身近な自然に関する豊富な情報源である

ｌ琉球大学教育学部理科教育講座

魁琉球大学大学院教育学研究科

－１２５－



琉球大学教育学部紀要第70集

２調査方法と対象の観察への動物園の活用が例示されている3)。

理科学習で動物園を活用した実践や研究はいく

つか報告されている。例えば，福田が高校の生物

の学習で，動物園と水族館で観察テキストを用い

て見学実習を実施した例4)，金井塚が中学校の理

科の授業で，動物解説員の解説を交えた動物園見

学会を実施した例5)，松本らの動物の観察に重点

を置いた教材開発`)などである。

三上は，学校の教員や子どもが，動物園を積極

的に活用する場面として次の4つをあげている？)。

①生きた動物（ほ乳類・爬虫類・鳥類など）

の観察の場

②骨格標本や剥製標本などの資料提供を受け

る場

③動物の生態などについてのレクチャーを受

ける場

④学校で飼育する動物の飼い方についての相

談の場

同様に，豊田は茨城県内の中学校の理科教員を

対象としたアンケート調査結果の分析から，理科

教員が動物園での理科教育を有効だと認識してい

ると指摘し，動物園を「バーチャルではない生き

た教材の宝庫として，理科学習の可能性を広げる

ものである」と捉えている8)。

このように，理科学習における動物園の活用の

有効性は認められている。しかし，島喚県で亜熱

帯気候に属する沖縄県は，他の都道府県と比べ地

理的，環境的な制約がある。そのため，他県の有

力な自然教育施設を訪問し授業プログラムを行う

機会は少ない。

沖縄県の動物園としては，沖縄市に「財団法人

沖縄こども未来ゾーン（通称：沖縄こどもの国)」

がある。沖縄こどもの国は，1972年に開園して

以来県民に長く親しまれ，県内唯一の大規模な動

物園として認識されている。しかし，旭山動物園

や上野動物園などの有力な学校教育向けプログラ

ムがあり，実際に様々な教育実践が行われている

動物園とは，施設設備，専門職員の配置，飼育動

物などの点で差異もある。

そこで本研究では，理科学習の場として，沖縄

県の動物園を活用するためにはどのような課題が

あるのかを把握し，その第一歩として動物園活用

の意識調査を行った。

まず，児童の意識を調査するために，2005年

３月に琉球大学教育学部附属小学校において，動

物園を使った理科学習に関する児童へのアンケー

ト調査（付録ｌ）を実施した。対象は同校の小学

校６年生111名（男子60人，女子51人）である。

さらに，教員の意識を調べるために，2005年１１

月に小学校と中学校の理科担当の教員に対して，

動物園の活用に関するアンケート調査（付録２，

３）を行った。対象は，那覇市立の小学校（３５

校）と中学校（18校）の理科の代表（理科主任，

理科専科など）とした.質問の内容は，豊田が実

施したアンケート調査の質問項目s)に，新たな質

問項目を加えた。

３緒果

３．１児童向けアンケート調査

アンケート調査の有効回収率は100％（111人）

であった。質問項目を表１に示す。

表１アンケートの項目（児童対象）

①動物の好き嫌いについて

②動物の飼育経験

③訪れたことのある動物園端

④動物園のイメージ

⑤動物園でやってみたい活動

⑥動物園でガイド（説明）を受けた経験の有無

⑦実施希望（実際に動物園で授業を受けたいか）

項目①と②の質問では，動物についての興味・

関心の意識を調べた。

①「動物は好きですか」という質問に，９割の

児童が，動物を「とても好き」「まあまあ好き」

と回答した（図１）。さらに，②「今までに，家

で動物を飼ったことがありますか」の質問につい

ては，８割の児童が，動物の飼育の経験があると

答えた(図２)。

項目③と④の質問では，児童が動物園にどのよ

－１２６－
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財物の観察

遊ぶところ

のんびりするところ

学習をするところ

威喝体験

その他

０２，４０ 6０ＢＯ１００

（人散）
（複数回答1母数111人）

図１動物の好き嫌いについて 図４動物園のイメージ

項目⑤から⑦では，児童が動物園でどのような

活動を望んでいるのかを調べた。

まず，⑤「動物園でこんな企画があったらやっ

てみたいのと思うのは何ですか」という質問では，

｢動物との触れ合い」や「動物へのエサやり」と

いった動物と直接関わる体験的な企画が多かった

(図５)。一方で「解説付きの見学」を希望した児

童は１割と少なかった。

ない

４
２
１
Ｉ

ある
９７名

874％

図２動物の飼育経験

触れ合い

エサやり

飼育の体験

衷側見学

クイズﾗﾘｰ

解脱付き

その他

うなイメージを持っているかについて調べた。

まず，③「今までに，行ったことのある動物園

の名前は」という質問に，92.8％の児童が「沖縄

こどもの国」を回答した（図３)。また，国内だ

けではなく海外の動物園の名前をあげた児童も見

られた。

０ 2０４０ ６０８０

（人数）
(複数回答・母数111人）

図５動物園でやってみたい企画

次に，⑥「今までに，動物園でガイド（説明）

を受けたことはありますか」の質問では，全体の

２割がガイドを受けた経験があった（図６)。

沖縄こどもの国

上野⑰鞄団

旭山⑭鈎圏

その他

無回答

0２０４０６， ８０１００１２０

（人数）

(複数同答.母数111人）

図３訪れたことのある動物園

次に，④「動物園は何をするところだと思いま

すか」の質問で，動物園のイメージを聞いたとこ

ろ，「動物の観察」の回答が73.0％と最も多く，

｢遊ぶところ」が55.0％，「のんびりする」25.2％，

｢学習するところ」18.9％と続いた（図４)。
図６動物園でガイドを受けた経験

－１２７－
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表２アンケートの項目（教員対象）また，⑦「動物園で理科の授業を受けてみたい

と思いますか」では，動物園での理科の授業を望

んでいるかについて調べた。授業を受けたいと

｢思う」と回答した児童は40.5％だった（図７)。

A・動物に関連する単元の指導内容について

①難易度

②学習者の興味の喚起の度合い

③時間配当と内容の度合い

④内容の有意義性
無回答

B・動物に関連する単元の指導方法について
思う

45人

40.5％
①教員側の興味ロ得意さの度合い

②指導時の問題点

③指導時の工夫点

④生態観察の方法

⑤生態観察の必要性

思わなし
６４人

57.796

図７動物園での授業の実施希望

Ｏ動物園と理科学習の関わりについて

さらに，「思う」と回答した児童に，授業の内

容を自由記述で回答を得たところ，「動物の生態」

(365％)，「動物のエサ（食性)」（17.3％）の２

つで半数近くを占めた。

①訪れたことのある動物園名

②動物園でガイド（説明）を受けた経験の有無

③動物園のイメージ

④動物園活用の有効性

⑤活用時の手段，方法

⑥活用時の準備（教具は誰が作るべきか）

⑦教育プログラムの存在

⑧動物園活用の要望

⑨動物園活用のアイデア

⑩実施希望（実際に動物園で授業を行いたいか）

３．２教員向けアンケート調査

アンケート調査の有効回収率は71.7％（38校）

であった。その内訳は，小学校28校（80.0％)，

中学校10校（55.6％）であった。質問項目を表２

に示す。

３．２．１動物に関連する単元の指導内容につ

いて

Ａ①「難易度は，児童（生徒）にとってどうだ

と思いますか」という質問に対し，「非常に易し

い」「まあまあ易しい」の回答が合わせて全体の

７割を占めた（図８)。

Ａ②「内容は，児童（生徒）の興味を喚起する

ものと思いますか」については，「児童（生徒）

は非常に興味があると思う」と考えている教員が

18.4％，「児童（生徒）はまあまあ興味があると

思う」と考えている教員が71.1％だった（図９)。

無回答

非
輿

輿

と

684％

71.1％

図８難易度

図9学習者の興味の度合いの評価

－１２８－
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Ａ③「教える内容・配当時間は，現在のもので

十分だと思いますか」という質問で，一番多くの

回答を得たのは，「内容は十分だが，時間は不足」

で42.1％だった（図10)。次に「内容，時間とも

に十分」で31.6％だった。

図１２単元を教えることは好きか

図１０教える内容・時間配当の度合い

Ａ④「この単元の学習は，児童（生徒）にとっ

て有意義だと思いますか」という質問に対して，

｢非常にそう思う」と考えている教員は47.4％，

｢まあまあそう思う」と考えている教員も47.4％

だった（図11)。

57.9％

図１３単元を教えることは得意か

ていた・

Ｂ③「指導の際，難しいと感じるものは何です

か」では，自由記述で回答を得た。結果は，体内

現象の可視化に関する課題が35.5％と最も多かっ

た。次に，飼育（16.1％）や実物を用いることの

困難さ（12.9％）であった。

Ｂ④「指導の際，工夫していることは何ですか

(教材，指導法)」についても，自由に記述しても

らった。ビデオなどの視聴覚教材を用いた学習が

27.5％と一番多くの回答を得た。次に，実際の動

物を用いた学習が22.5％だった．

Ｂ⑤「動物の生態を観察させるとき，どんな方

法をとっていますか」という質問に対して，「ビ

デオを視聴する」が97.4％と最も高い回答を得た

(図14)。次に「教科書にある写真，イラストを

見せる」が89.5％だった。その後「学校で飼育し

ている動物を観察｣，「資料集や図鑑を使って説明

する」の順になった。一方，「動物園などの施設

を見学する」と回答した教員は無かった。

Ｂ⑥「実際の動物の観察は，必要だと思います

か」という質問に，「非常にそう思う」と答えた

教員は57.9％，「まあまあそう思う」と答えた教

員は28.9％で実際の動物の観察が必要だと考える

全く

そう

非常に
そう思う

１８人

47.4％

図１１教える内容の有意義性

３．２．２動物に関連する単元の指導方法につ

いて

Ｂ①「動物に関連する単元を教えることは好き

ですか」という質問について，「非常に好き」と

考えている教員は23.7％，「まあまあ好き」と考

えている教員は63.2％だった（図12)。

また，Ｂ②「動物に関連する単元を教えること

は得意ですか」の質問では，「非常に得意である」

と回答した教員は，10.5％だった（図13)。「まあ

まあ得意である」と考えている教員は57.9％だっ

た。一方，約３割が「やや不得意である」と考え

－１２９－
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沖縄こどもの国

名歴自然助植物公団

上野動物団

多摩助物公囿

旭山吐鉤回

その他

無効回答

無回答

ビデオ視靱

敏科谷にある写又.イラスト

学校で飼向する動物を、醒

寅料纂や図■

スライドやTPシート

、泣団などの随殴を見学

近所にある飼育烟を見学

その他

漏回答

０５１０１５２０ 2５３０３５４０

（人敗）

（櫨勘ｎ審.母散:38人）

2５３０３５４０

（人数）

(複数回答,母数38人）

0５１０１５２０

図１６訪れたことのある動物園図１４生態観察の方法

ある無回答

●
な
鋼

89.5％

図１７動物園でガイドを受けた経験図１５生態観察の必要性

教員が大勢を占めた（図15)。しかし，「必ずし

も必要ではない」と答えた教員も13.2％存在した。

また，Ｂ⑥の選択肢を選んだ理由を，自由記述で

回答してもらった。観察に肯定的な選択肢を選ん

だ33人の教員は「興味・関心をもたせること」

を35.0％と一番多く回答した。一方，観察に否定

的な選択肢を選んだ教員は「時間の確保」「管理」

｢身近にいなければ，資料などを活用し理解させ

ることもできる」と回答した。

助物の観察

遊ぶところ

のんびりするところ

学習をするところ

職烟体験

その他

無回答

０５１０１５２０２５３０３５

（人数）

（複数回答.母数:38人）

図１８動物園のイメージ

３．２．３動物園と理科教育の関わりについて

Ｃ①「今までに，行ったことのある動物園の名

前は」という質問では，「沖縄こどもの国」が３５

人（92.1％)，「名護自然動植物公園（ネオパーク

オキナワ)」が33人（86.8％）という回答を得た

(図16)。

Ｃ②「今までに，動物園でガイド（説明）を受

けたことはありますか」の質問では，「ある」と

回答した教員は3人（7.9％）だった（図17)。

Ｃ③「動物園は，何をするところだと思います

か」の質問では，「動物の観察」が31人（81.6％）

と最も多くの回答を得た（図18)。以下順に，

｢遊ぶところ」が29人（76.3％)，「のんびりする

無回答
全

あまり

そう思わない

１０人

26.3％

図１９動物園活用の有効性

ところ」が22人（57.9％）であった。「動物の観

察」が最も多かったが，「学習するところ」は１２

人（31.6％）と少なかった。
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21)。

Ｃ⑦「ほとんどの動物園には，教育プログラム

(動物園を活用した理科の授業実践例，学習指導

案，指導マニュアル等）は存在していません。こ

のことについてどう思いますか」という質問に対

し，自由記述で回答を得た。回答した34人のう

ち，教育プログラムを必要とする内容を記述した

教員は14人（41.2％）で，教育プログラムを必要

とは思わない内容を記述した教員は8人（23.5％）

であった。

Ｃ⑧「動物園への要望はありますか」という質

問では，「何ができるのか教えて欲しい」が526

％と最も多く，「教育プログラム」１６人（42.1％）

がそれに続いた（図22)。

Ｃ④「小学校（中学校）の理科教育の場として，

動物園は有効と思いますか」という質問では，

｢非常にそう思う」と答えた教員が18.4％，「まあ

まあそう思う」と答えた教員が52.6％と，動物園

を有効だと考える教員が7割を占めた（図19)。

一方，「あまりそう思わない」と答えた教員も26.3

％いた。さらに，その理由を用意した選択肢から

回答してもらった結果，「生きた動物は素晴らし

い教材だから」が68.4％を占め一番多かった。次

に「場所が遠い｣，「生命の尊厳について教えられ

る絶好の場」があがった（図20)。

生きた■杓は竃域らｕ､､軟材
坦所が■い

生命の尊匹についてはえられる絶好の■
31本が因■

は村として不十分

⑥範口を竃1Wすら方竣がわからない
■均面上の事前伯抱

ワークシートを作るのが太良

字百1,■艮佃!ごかかれているから
その他

■回＝

何ができるのかを敬えて欲しい

敏向プログラム

連携を密に

匝俎体験

その他

毎回饗

051015２０２５３０

（人敏）

（彼敬同勢Ⅲ母敗830人）

図２０動物園活用の有効性で選んだ理由
1５２０Ｚ５

（人敗）

(複数回答,母放:38人）

０５IＤ

Ｃ⑤「動物園で，理科の学習をするために必要

なものは何だと思いますか」という質問に対し，

自由記述で回答を得た。回答からは，「動物園で

テーマを持った活動を行うための事前学習」（18.4

％)，「ワークシートの準備」（13.2％)，「交通手

段や交通費」（13.2％）があがった。

図２２動物園への要望

Ｃ⑨「動物園を使ってどんなことが出来ると思

いますか」という質問に対し，自由記述で回答を

得た。「動物の生態や知識を学習すること｣，「動

物と触れ合う体験活動」などが回答された。

Ｃ⑩「動物園で，理科の授業をやってみたいと

思いますか」という質問では，「授業をやってみ

たい」と答えた教員は52.6％だった。一方，４２．１

％の教員が「授業をやってみたいと思わない」と

両者が速挽

軟風

動物曲

教育委貝会

大学

その他

無回答
無回答

1５２０２５

（人数）

(複数回答,母数:38人）

0５１０

図２１教具は誰が作るべきか 思う

20人

526％

思わない

１６人

４２１％

Ｃ⑥「動物園を活用する場合，教具やワークシー

トなどは誰が作るべきだと思いますか」の質問に

対しては，「両者（教員と動物園）が連携」が52.6

％と最も多く，次に「教員」の34.2％だった（図 図２３動物園での授業の実施希望

－１３１－
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動物園を活用していないことも分かった。その原

因として，①動物園で何ができるのかが分からな

い，②場所が遠いという２点があげられた。一方，

動物園を活用する際は，動物園側と連携を望んで

いることが分かった。

今回得られたアンケート調査結果は，茨城県内

の中学校理科教員に対するアンケート調査結果8）

とほぼ同じ傾向であった。つまり，教員は動物園

の理科学習における有効性は認識しているが，実

際には活用をしていないことが示唆される。

今回の教員アンケート調査は，沖縄こどもの国

からは比較的遠い那覇市立の小中学校を対象とし

たので，今後は，沖縄市など動物園に近隣する学

校での調査も必要と思われる。

回答した（図23)。その理由について自由に記述

してもらったところ，動物園での授業実施を希望

する教員からは「児童（生徒）の興味・関心が高

まる」（300％）と「生きた動物の観察や触れ合

う体験活動ができる」（30.0％）などの回答を得

た。授業実施を望まない教員からは，「距離が遠

い」（18.6％)，「遠足での活用で十分」（18.6％)，

｢具体的内容が分からない」（18.6％）などの回答

を得た。

４考察

４．１児童の認識

児童の回答からは，動物についての興味・関心

は高いが，動物園が「学習するところ」とは強く

認識していないことが推測される。「動物の観察」

という回答には「単に見る（眺める)」ことと

｢目的意識を持って見る（観察する)」という２つ

の解釈の回答が混在していると考えられるが，動

物園が「学習するところ」という回答が２割に満

たないことから，ただ眺めるという意識の方が強

いと判断される。そのため，理科の授業で動物園

を活用する場合は，児童の学習目的を明確にする

必要があると考えられる。

また，「動物園で理科の授業を受けたいか」と

聞いたところ，「思う」と答えた児童は約４割で，

その具体的内容として，動物の生態，食性などに

ついての学習を希望していた。学習者の興味や関

心を高めるために，動物園を活用した理科の授業

では，このような内容を学習する環境を整える必

要があると考える。一方，授業を受けたいと「思

わない」と回答した６割の児童に対しては，その

理由を聞く質問を設けなかったため，授業を望ま

ない理由を把握できなかった。今後は，その理由

を把握するための調査が必要である。

４．３動物を取り扱う単元の指導内容

教員は，動物を取り扱う単元に対して，難易度

で７割以上が易しいと回答し，学習の有意義性で

９割以上が肯定的に回答したことから，児童（生

徒）にとって易しく，有意義な内容だと判断して

いると思われる。しかし，指導の際に配当時間に

対し６割が不足を感じていることから，動物を取

り扱う単元では時間の確保が課題であると考えら

れる。

４．４動物を取り扱う単元の指導方法

動物に関連する単元を教えることが「好きか」

という設問に９割近く，「得意か」という設問で

は７割近くの教員が肯定的に回答したことから，

教員はこの単元の指導を取り扱いやすいと考えて

いると推察できる。

しかし，指導にあたっては，動物の飼育や体内

構造の見せ方などの取り扱いが難しいと感じてい

る教員が多かった。また，指導時の工夫では，

｢具体物を使って実感させる｣，「視聴覚教材の活

用」などがあげられ，ほとんどの学校でビデオ教

材を用いていた。この結果から，実際の授業では，

実物を使った指導や児童・生徒が動物の生態を想

像しやすいような教材を活用しているが，教員に

対して教材研究に関する支援も必要であるといえ

る。

動物園を見学するには，児童・生徒の引率や時

間や予算の制約がある。また，学校で飼育できる

４．２教員の認識

小中学校の教員アンケート調査において，７割

近い教員が「生きた動物は素晴らしい教材」であ

ると回答したことから，動物園は理科の学習にお

いて有効であると認識されていることが推察され

た。しかし，実際の授業での生態の観察方法では，

９割がビデオ視聴や教科書の写真を用いているが，

－１３２－
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動物の種類は，財政面や管理面から限られてくる。

そのため，動物の生態については，動物園などの

施設活用や実際の動物の観察よりも，教科書の写

真やビデオ視聴に頼らざるを得ない現状が見られ

た。

しかし，実際の動物の観察が必要と考える教員

は８割にのぼった。その理由として「興味・関心

をもたせること」を一番多く回答したことから，

観察に肯定的な教員は，実際の動物の観察をする

ことによって，児童や生徒に興味・関心を持たせ

られると考えていることが推測できる。一方で，

実際の動物の観察に否定的な教員は，時間の確保

や具体的な内容について不安を持っていることも

分かり，実際の教育現場での実施の難しさが示唆

された。

これらの結果から，多くの教員は実際の動物の

観察が必要と認識しながらも，動物園などの施設

を活用していない実態が明らかになった。

る必要もあろう。
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伽
唾
穿
慨
総
，
⑩

細
嘘
喝
慨
掲
怖
副

伽
塩
や
」
判
ざ

・
昌
扣
」
牌
←
｜
ｐ
噸
曰
○
刮
判
Ｎ
利
・
畠
や
Ｐ
仙
戦
偲
一
露
毎
㎡

凸
縛
知
一
Ｐ
伽
蛍
奉
佛
縄
前

伽
汝
幻
世
剤
，
帝
棹
二
○
ｕ
騨
國

。
。
抑
狸
〉
Ｒ
圏
Ｍ
Ｍ
ヱ
ー
心
ハ
ト
※

国
Ⅲ
Ｎ
Ｎ
凶

ム
ー
心
ハ
ト
士
区
田
鴎
一
噛
逗

、
二
扣
裡
〉
牌
嘱
鞄
牌
二
○
ｕ
題
賦
ｅ
縄
、

1３４
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、
凸
扣
伴
い
己
仰
申
専
醇
毎
判
■
鄭
朴
Ｍ
一
倍
ｅ
硯
．
妬
一
代
Ｐ
一
Ｗ

再
仙
牢
目
嶺
生
研
ｅ
水
ゴ
罫
毎
ｓ
葬
國
・
裡
偽
Ｃ
ｓ
や
」
Ｗ
←
｜
掌
碑
Ｅ
Ｏ
１
Ｍ
斜
ｅ
生
頓
ご
偲
叩
。
〕
△
生
月
。
③

ゲヘ

！
（
曰
鰍
■
釦
朴
丹
午
産
甲
寡
毎
判
■
導
朴
）
生
似
ｅ
は
魁
型

（
侭
⑭
函
ｅ
）
属
塑
ｅ
仲
知
回
創

（
刊
ゴ
エ
。
⑩
⑤
￥
◎
す
⑤
エ
ロ
⑩
⑧
ど
◎
副
ｅ
》
在
叶
ｅ
嚇
廊
回
，
←

・
や
偶
仙
題
把
Ｐ
１
ｐ
ｕ
便
〉
円
〕
△
仰
団
Ｍ
ｏ

．
ｓ
や
」
く
巴
汕
旦
厘
ｅ
昭
仰
浬
沖
回

、
臼
執
船
二
和
汕
托
。
Ｕ
岬
や
旺
超
辿
凉
試
侭
応
什
。
托
一
既
靭
ｅ
掴
固
ｅ
ｕ
Ｃ
鞄
魯

ｏ
や
慨
Ｊ
１
囲
梍
〉
ｊ
Ｎ
Ｒ

囲
汕
・
箔
や
拙
当
体
紹
。
Ⅲ
ｕ
榑
埋
輸
加
Ｐ
俳
掛
余
鷹
揮
．
怜
拙
二
国
ヅ
ニ
樫
Ｊ
倒
鮒
ｗ
ム
ー
上
八
偶
。
Ｂ
型
ゆ
わ
嗣
固

撫
田
田
剖
導
腐
ｅ
僚
頭
岬
や
己
些
嗣
Ｈ
ｅ
Ｐ
ｓ
ｐ
Ｍ
ｌ
扮
躯
駒
朴
ｅ
『
３
，
ｓ
把
り
臼
ｅ
鐸
巨
」
叩
全
把
旦
鄭
朴
ニ
ヘ

（
軽
朴
旨
）

綱
嬬
ｅ
Ｐ
二
Ｃ
ｕ
僻
狸
即
朴

氾
や
題
Ⅲ
一
「
《
〉
Ｏ
ｅ
辿
囚
長
ｅ
鐸
繍
」
岬
十
一
縄
ｕ
蝉
朴
任
岳

。
ｓ
知
倍
憎
ヨ
ペ
圏
Ｍ
一
匹
漁
回
叩
掲
Ⅲ
一
選
Ｎ
撫
巾
畏
岬
偶
拓
肩
訓
ｐ
２
田
伽
Ｈ
匝
国
ｅ

Ａ
ｓ
囚
縛
ｅ
Ｈ
く
圏
》

。
ｓ
初
」
馳
燈
Ⅷ
ｕ
竃
明
負
二
榑
箔
暮
鷹
ぺ
田
、

。
邑
扣
ド
」
二
伸
ｕ
握
守
ｅ
個
医
．
型
如
専
ｅ
筑
毘
、

ム
ー
上
ハ
ト
土
但
亟
懸
印
璽
準

－１３５－

〈
■
津
回
》

戸 Ｎ一

ペ
田
１
Ｎ
③

生
鱗
（
国
巴
皿
副

生
概
（
劇
乙
印
←

生
頓
逸
价

感
可
⑪
〆
冑

（
郵
圃
）
郡
朴
丹

（
碑
岡
）
邨
朴
廿
俺
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二
緑
鳰
函
〉
鯛
⑤

⑥
興
搗
函
か
＊
参
拙
碍
⑭

、
閏
、
申
砲
機
縛
錘
③

巾
蝿
、
中
里
粧
鈴
ｅ■
鈩
二

抑
」
岻
廊
縄
鈩
田
園
型
畠
閥
，
製
慨
。
負
や
慨
二
蝿
剖
担
穣
仲
竺
圏
騨
倒
，
Ｐ
ｊ
剖
呼
ｅ
頤
輪
醇
圃
ｅ
騨
緋
等
，
御
←

/￣、 坦
負
裡
倒
Ｋ
篭
ｅ
印
拳
翻
エ
ー
ふ
い
Ｉ
Ｃ
○

四
畳
型
争
十
忰
牌
Ｊ
剖
転
輔
。

四
衝
二
鯛
墳
膣
罫
。

ｍ
負
担
穂
輔
ら
△
坦
嘗
騰
堂
年
囹
製
伽
釧
。

（
）
望
ｅ
山
二
○

岬
‐
肴
朴
叫
纐
濁
留
ｅ
幻
揮
■
無
■
ｅ

⑫
’
』
丹
Ⅸ
仰
如
櫛
■
低
国
師
輯
Ｍ
ｌ
腹
瑁
（
酎
一
）

勝
田
爾
暴
薗
蝿
Ｓ
Ｐ
Ｊ
仮
魔
冒
●
騨
朴
（
四
一
）

哩
寧
］
ヱ
ー
仇
△
』
傘
エ
ャ
、
）
塁
》
）

叩
や
騨
津
蝋
代
腓
辿
⑨

幻
や
蟹
召
斫
ロ
出
癖
ｕ
臣
傘
纂
剪
旗
③

岬
鋼
叺
幽
エ
Ｋ
ｍ
Ｙ
．
■
胖
岬
一
縄
⑪
一
巾
蓮
】
》
》
（
■
）

（
碕
仰
壌
胡
環
】
・
街
や
慨
二
い
い
剣
撫
鯛
偲
御
喧
割
．
営
叩
』
『
涌
懐
壇
御
国
判
ｅ
轟
置
。
①

」
…
洲
戯
蕊

）

型
Ｓ
中
。

抑
ｕ
剖
鱒
わ
ぢ
苗
暑
ｅ
⑬
（
厘
糧
要
舞
）
錫
華
聾
鷲
⑤

蝿
ｕ
剣
⑫
怜
纈
即
朴
⑭

陸
騒
ｅ
無
観
③

岬
ｕ
剖
鳩
銅
ｅ

（
信
祁
回
凝
翠
）
。
櫓
や
縄
邑
国
剖
祖
師
ｕ
剖
蝿
や
綱
厚
。
榴
一
囲
轟
毎
．
房

）

製
。
＊
⑧

埋
負
裡
隙
麹
墳
（
Ｋ
本
八
早
八
０
国
襲
橿
岳
刈
図
無
宮
⑨

埋
撞
二
縛
埋
畳
余
墳
鯛
侭
岬
や
匪
鵬
糊
囲
轟
画
ｅ

四
負
担
型
囲
茎
掛
而
⑭

坦
撞
岬
二
Ｍ
幕
曇
仲
川
一
騒
嵐
時
畢
町
齢
○

四
畳
裡
囚
ｅ
噛
堺
叩
幕
印
隈
舗
ｗ
１
ｐ
Ｍ
ｌ
凹
廿
ｅ
個
釧
ｅ

（
箇
和
回
輯
卸
）
田
倒
ｅ
中
蕊

。
や
繩
ｊ
卿
缶
穐
憎
ｓ
ｐ
Ｍ
－
紅
鱒
評
騨
剖
囲
無
銭
。

r￣、「￣、

余
十
ｕ
伊
剖
匿
堕
・
助
Ｅ
○

余
十
托
一
題
鱈
．
蓋
狸
叫
時
起
働
医
③

園
怜
些
璽
歯
．
證
型
余
十
世
勵
匡
③

田
持
ｕ
銅
剣
臣
歯
・
騨
圧
ｅ

・
衝
怜
慨
二
蝿
剖
判
争
十
Ｐ
Ｓ
抑
ｅ
禅
蜀
．
埜
題
僅
期
田
・
仲
医
叩
侭
輔
．
⑤

二
揮
墳
酵
感
ｕ
蕪
慌
○
ｓ
櫛
篭
麓
砿
年
年
⑨
叩
掲
墳
世
風
錦
慨
鞄
船
③
聰
砲
》
疽
世
感
Ⅲ
｜
蕪
糠
ｓ

ｏ
負
い
鵜
二
鬮
却
軽
小
如
Ⅲ
⑥
剖
叩
一
国
鴎
，
起
蝉
Ｅ
前

⑩
輻
悼
随
摩
時
〉
畑
③
鱒
穐
Ｐ
餌
戦
時
傘
傘
⑨
⑫
碍
脾
倒
嘩
碍
純
宙
船
③
岬
紹
槙
田
摩
叫
冤
蔦
ｅ

・
畳
や
曾
輯
嘩
拓
。
Ｕ
、
覇
纈
暇
掛
ｅ
凹
面

二
弾
鳴
鴎
、
＊
〉
制
。
邑
封
縛
函
小
中
穿
拙
縄
⑨
小
国
小
中
縄
純
掩
繩
③
小
国
小
中
ｕ
蕪
鈴
。

。
負
や
網
二
鰯
削
裡
靱
掴
拝
ｗ
、
却
叩
］
田
蟹
・
埜
即
緋
ｅ
暇
掛
ｅ
Ｕ
“
す

。
掛
越
や
仙
噛
〉
鯛
。
△
幹
挿
一
Ｗ
抑
噛
参
縄
掩
⑨
仙
戦
縄
縄
砲
継
③
仙
蛍
汕
一
纏
糒
ｅ

、
負
い
Ｐ
靱
塩
埋
判
ｕ
坤
瞬
毎
綱
嶋
卦
ｅ
ｕ
㎡

、
二
判
倍
べ
圏
汕
些
辱
ｅ
巫
仰
赴
仰
回
・
や
慨
ｊ
御
臣
鴇
Ⅵ
。
。
凹
閉
製
（

二
コ
憩
い
一
鍾
総
⑤
二
Ｊ
菌
斗
斗
②
二
Ｊ
南
縛
鵜
飼
船
③
ダ
ゴ
酎
些
粧
捺
。

、
曇
や
綿
昌
醗
剖
担
や
幻
い
い
判
Ⅱ
』
側
壁
．
拙
一
燭
喋
製
・
←

０
１
抑
胖
脾
二
伸
ｕ
田
回
。
鐘
や
Ｐ
厚
遇
ｅ
鈩
坤
辿
轡
ヅ
ゴ
賎
‘
魔
ｅ
時
漂
〆

!

。
伯
船
Ｊ
伽
函
縄
〕
こ
い
ｕ
騨
圧
即
緋
ｅ
暇
剖
、
鞘
尹
目
伽
輝
毎
。

。
や
儲
ｊ
仙
函
鵯
凹
凸
⑥
ｕ
燗
偶
腓
纏
ｅ
暇
掛
、
顛
尋
園
州
曝
呂
。

）
（
蝋
時
聴
診
拝
鰯
）
。
輯
や
慎
瞠
制
一
印
ｕ
刈
蝿
二
Ｗ
ｊ
蝋
Ｈ
・
燈
ｅ
胖
總
．
⑪

〕

Ij
-

鐸

1３６

｡

罰
甥
円
盤
舌
平

◎一一

迂
孟
■
Ｍ
冠
西
面
巴
円

-

-

盛
り。

ＮＦｌ

巴
剛
ｅ
“
←

国
ﾛ。

00J

《
唖
範
回
》

Ｐ 酎一 ③’ 寸一 ⑪’ ⑪’

く
魂
辿
側
、

ぺ
閨
辿
縄
ト
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筆
Ｓ
中
、

（
便
任
》
囲
忽
罪
蜜
■
偽
、

（
鶴
居
）
回
躯
臼
歯
斗
凹
図
⑨
（
損
壊
箸
）
回
年
毎
ヨ
輿
⑤

Ｓ
卜
什
代
小
’
て
代
特
）
回
忽
母
堀
口
龍
皿
■
Ｗ
＠

国
ｅ
や
幻
ｕ
罰
紫
ｅ

（
信
津
回
伍
昆
）
。
負

や
偶
夛
冷
箔
刈
汕
製
⑪
仁
些
田
無
毎
ｓ
Ｕ
判
。
Ⅲ
｝
Ｐ
鵬
十
・
一
槌
』
抑
蜜
梍
ｕ
代
印
宙
箔
刈
ｕ
役
、
仁
辿
圏
無
疽
ｄ
則

r￣、

二
緑
③

っ
乱
〉
回
）
Ｉ
坤
慮
ｅ

Ｄ
１
扣
牌
牌
。
仰
ｗ
毎
回
ｅ
中
将
梠
紹
托
一
代
印
門
口
長
や
拙
夛
砲
托
。
Ｕ
契
○
仁
ｕ
一
回
年
蚕
。
叩
』
Ｗ
佃
寸
’
⑪
Ｆ

・
や
柵
ｊ
抽
宝
穐
憎
△
Ｃ
Ｍ
一
向
皿
扣
卯
坤
回
〃
｜
竃
頃
。

）
型
Ｓ
中
、
朴
忽
⑤
犀
剖
②
朴
罠
⑧
倒
無
ｅ

、
二
他
担
〉
〕
←
］
Ｐ
網
Ｂ
ｏ
Ｍ
－
ｓ
匁
吟
脩
刊
』
脾
碍
ｕ
Ｓ
ｐ
些
歯
余
（
正
勝
）
付
佃
生
ｅ
仲
施
回
。
“

二
伸
。

。
二
扣
陪
念
負
擾
穐
疸
二
簾
箔
暮
鷹
Ｋ
田
Ⅶ
一
甑
咽

・
や
Ｐ
斗
製
辿
歴
国

。
型
ｊ
偶
二
扣
汕
、
却
證
｛
総
Ｒ
理
Ⅷ

〕
・
凸
型
Ｊ
Ｐ
帥
匝
縛
、
品
ｅ
幻
．
槌
船
。
長
役
Ｊ
細
ち
劇
Ｐ
圃
無
毎
ｓ
ｕ
幻
１
印
掲
ｅ

・
負
や
槌
蔦
菊
刈
Ｕ
増
》
＃
（
留
賛
）
エ
ヤ
穆
圏
年
毎
㎡
一
Ｐ
侶
竹
・
同

（
｝

（
）

型
ｅ
中
ｃ

船
Ｋ
＠

組
ご
鰯
拉
弱
⑤

笹
坐
ｗ
ｊ
輯
劇
箔
岬
は
②

慢
坐
夛
斡
剖
川
》
Ｒ
回
無
毎
③
笹
拳
枩
魯
幻
Ｈ
》
何
回
郡
ｅ（
佑

騨
回
組
”
）
。
負
や
船
凸
副
却
担
的
Ｙ
岬
筆
箔
望
扣
一
幻
揮
上
Ｉ
ふ
い
Ｉ
Ｃ
辛
味
毎
．
釦
野
噸
や
圧
隈
ｗ
回
報
毎
”
す
←

ｒ￣､

｛
）

。
二
竹
」
Ｐ
二
体
Ⅲ
一
日
回
・
灸
令
慨
二
国
判
型
厘
辿
ｅ
や
得
圃
曾
Ⅲ
一
ｓ
裡
岬
や
ｗ
四
軒
ｅ
詐
倒
。
Ｐ
囿
暴
色
。
２

Ｃ
ｓ
や
胖
牌
二
伸
Ⅷ
｜
田
四
部
ト
ト
〒
ト
ｅ
製
揮
冷
。
負
や
悩
二
圃
刈
叩
礁
ヨ
箔
剖
ｕ
裡
自
幻
〕
、
趨
纈
圏
罪
毎
。
ト
ー

二
品
悦
奎
把
専
ｅ
■
辻
野
缶
⑤

←
ゴ
銘
Ｐ
Ｊ
ｕ
翻
申
顕
倒
ｅ
幻
揮
朴
、

）

掌
ｅ
申
〈
一
ｍ
）

タ
コ
鰯
Ｐ
侭
騨
凄
匁
ｅ
哩
型
】
所
箔
后
局
）

二
Ｊ
】
牢
Ｗ
ｐ
羊
ｗ
ｑ
ｍ
ｍ
□
、
匝
一
鰯
ｅ

（
后
祁
回
胡
邪
）
．
負
や
拙
夛
園
托
一
田
瞭
ｅ
く
回
報
面
。
巴

ｋ＿ノ

－１３７－

のＦ’

ぺ
■
］
刊
型
ｎ
面

◎
側

園
００

＊

戸Ｎ’

ぺ
凹
些
側
辿
ｅ

刷醐一

ペ
凹
些
円
型
④

く
囲
辿
側
③
戸

寸
鈩

ヨ
ロ」

＜
日
Ｍ

Ｈ

、
￣

⑨
Ｐ

ぺ
田
川
一
Ｎ
卜
←

園
…
； ⑩Ｆ’

ペ
■
ｕ
Ｎ
劃
田
園
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。
二
判
倍
Ｗ
１
如
綱
専
酵
毎
判
皿
鐸
朴
Ⅲ
一
」
Ｓ
嚇
斜
一
代
ヅ
ョ
牌

呉
や
嘩
目
ｗ
生
戯
ｅ
求
劃
砕
騨
ｅ
葬
倒
。
役
船
ロ
ー
扣
膀
】
む
ね
ｗ
日
。
些
Ｈ
制
ｅ
窪
観
団
鱒
叩
二
世
ｊ
牢
目
，
③

！
（
淫
概
印
割
朴
任
北
軍
叩
騨
尋
判
即
尋
朴
）
止
観
ｅ
丼
好
型

（
斗
璽
学
ｇ
ｏ
単
◎
可
。
￥
。
②
③
￥
：
ｅ
》
誼
叶
ｅ
騨
駆
回
．
Ｆ

０
や
槌
ｊ
伽
臣
穐
似
ろ
。
ｕ
代
〉
白
但
Ｊ
郡
回
Ⅷ
、

。
ｓ
初
ト
ペ
呂
汕
辿
扉
ｅ
革
伜
起
知
回

（
判
○
酸
ｅ
）
戻
坦
ｅ
卯
沖
国
創

。
ぐ
わ
機
二
杣
汕
拓
一
刻
Ｕ
叩
や
圧
魁
旦
な
蚕
鶴
庵
什
，
酋
酪
塀
ｅ
悩
寓
ｅ
Ｕ
，
穐
稗

・
や
拙
』
凸
圏
穐
〉
ｊ
側
Ｒ

襲
汕
，
箔
や
船
型
仲
拓
一
却
却
Ｕ
縛
導
輸
汕
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